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本学における制度の一例

• 育児や介護等をおこなっている研究者に対して
「研究支援者制度」

• 育児期の子どものいる教職員に対しては
「保育サービス利用料補助制度」

• ライフイベントによる研究中断からの
「復帰支援研究助成制度」

• 教職員と学長とのワーク・ライフ・バランス懇談会
「学長ラジオ」
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地方に就職した研究者は
その後うまくやっていけるのだろうか

かつてはやっていけなかった

「その地域」の文化や慣習に
起因する「生きづらさ」のため

※三世代同居当たり前、母の送迎じゃないと訳あり家族…



では、どうすればいいのか？

仲間をつくる



どんな仲間か

• （株）イートラスト
• 長岡工業高等専門学校（長岡高専）
• 長岡市役所
• 長岡技術科学大学（本学） など
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仲間ができたら？

地域ごと（社会ごと）変える



研究環境整備の具体例
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夏休み期間中の学内一時託児

 働きやすい職場環境の整備とす
そ野拡大啓発を目的に、教職員
の子（小学生）を対象に学内で
一時託児を実施

 教職員や学生の協力を得て、児
童たちが理工系分野や本学に興
味を持てるような様々なアトラ
クションを提供した。
－テクノミュージアム
－工作センター見学
－ いきものスタンプラリー
－学長室訪問等

 地元企業である「株式会社サカ
タ製作所」や地元大学「長岡崇
徳大学」の協力を得て実施した。

▲新潟県の地元企業によるかき氷機実演と実食タイム

▲学長室を訪問する児童と学生たち
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男性の育児休業取得促進セミナー

 男性の裁判官として日本で初めて育児休業を取得した
平野哲郎氏の講演会を実施した。

 終了後のアンケートでは、育児休業を取得してみたい
という声もあり、長岡技科大では育児休業を取得する
男性教員が増加した。

介護準備セミナー

 「出身地ではないところで働いている」
ため、遠方にいる父母の介護はどうすれ
ばいいのか。
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生理日管理ツールのパイオニア
「ルナルナ」

（株）エムティーアイ

産科医
中井 祐一郎 氏

『生きづらさを診る産婦人科学』
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NPO法人Waffle・長岡市役所・
長岡高専・地元中高生・本学

Waffle Camp
（プログラミング体験講座） in 長岡

地元大学・地元高専・地元中学校
オレンジ・デー

（女児・女性への暴力撤廃のために
国連の定めた国際デー）
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大阪大学 接合科学研究所 教授
梅田 純子 氏

「私が溶接女子になるまでにしてきた
10くらいのこと」

本学 准教授
山本 麻希 氏

「これが私の生きる道
ー南極に行ってみた件ー」



（特に女性を対象とした）管理職セミナー

 佐々木順子 氏（日本アイ・
ビー・エム株式会社、日本マイ
クロソフト株式会社執行役ほか
複数社で社長等を歴任）を講師
に、女性が管理職になるために
必要な心構えやご自身の経験談
などをご講演いただいた。

 本学教職員、地元企業社員を対
象に広く地域全体に女性管理職
増加に向けての啓発を行った。

 地域性もあるのか、管理職＝目
立つという捉えから「できれば
目立ちたくない」という女性社
員が多く存在している。

12



13

地元企業の多くがいわゆる「中小企業」
「ダイバーシティ」や「ジェンダー平等」などが大切なことはわかっている
けど、それを経営にどう取り入れればいいのか。これまでやっていなくても

できていたぶん、より難しい課題として突きつけられている。



理系進路選択をした女子学生たち



長岡技術科学大学フィーカ（Fika）

peer（ピア）グループ



新潟県内の工業・工学系及び

デザイン・流通など 関連業界において、

多様な属性や生活背景をもつ構成員が

個々の能力を発揮し活き活きと働ける

職場・研究環境を波及させること及び、

人財育成を図ることにより、担い手を確保し

産業を活性化させること
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― ミッション ―

えちご・ものづくりダイバーシティ・コンソーシアム
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えちご・ものづくりダイバーシティ・コンソーシアム

1. 性別、性的指向・性自認、年齢、障がい、国籍な

どにかかわらず、多様な人財が集い、

2. それぞれが自分らしく、やりがいのある仕事に取

り組み、充実した生活を送ることができ、

3. 多様な人財が支える『ものづくり』と、『ものづ

くり』に関連する業界が、一体となって発展でき

る地域へ

―ビジョン―



ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ 牽引型
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「ものづくり地方都市における
工学系女性研究者の育成・支援」



• intersectionalityの視点

• 〈普通〉の男性ジェンダー
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ご清聴ありがとうございました。

何かあればご連絡をいただければありがたいです。

高口僚太朗

koguchi@vos.nagaokaut.ac.jp
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